
保護者アンケート【第１回】６月末実施 保護者の意見・感想＊矢印（→）は本校の今後の対応 

 

〇学校・先生方には子供たちの為に様々な取り組み、毎日の生活と本当にお世話になっておりま

す。今後もよろしくお願いいたします。 

〇いつもお世話になっております。今後も子供の成長のためによろしくお願いします。 

〇我が子は毎日元気に楽しく登校できており、先生方には感謝しております。何かあれば親も一

緒に取り組んでいきますので、ぜひ遠慮なくお知らせいただけたらと思います。これからもよ

ろしくお願いいたします。 

→本校の教育活動に対しましてご理解とご協力をいただきありがとうございます。今後も誰一人

取り残さない教育活動を「チーム中央」で行っていきます。また、今後も保護者の皆様と連携

して教育活動を進めてまいります。 

 

〇先生方には、いつも子供たちを丁寧に見ていただいて大変感謝しております。上記の内容と異

なるかもしれませんが、昨年度、中学校の卒業式と小学校のお別れ遠足が重なり、中３の保護

者はバタバタした朝でした。できれば、別々の日にそれぞれの行事を組んでくださると助かり

ますので、よろしくお願いします。 

→本校の教育活動に対しましてご理解とご協力をいただきありがとうございます。行事に関して

は、中学校に確認をとりながら調整できるものは調整したいと思います。 

 

〇自転車の乗り方などノーヘルや飛び出し、蛇行運転などたまに危険な運転をしているのを見か

けます。車も気をつけますが、自転車側も気をつけて欲しいです。 

〇小学生の自転車の乗り方で、道路の真ん中で曲がりくねりながら運転する男子 3 人を見たこと

があります。危ないので指導してほしいです。 

→貴重な情報提供ありがとうございます。児童自ら安全な行動ができるよう、学校でも安全教育

を繰り返し行っていきます。 

 

〇スクールバスの中で立って騒いでいる子供たちがいると聞いています。しかも車(バス）が移動

している際中とのこと。運転手さんも注意しているが聞かないということで困っているそうで

す。学校ではどのような対応をされているのでしょうか。何かあってからでは手遅れになりま

すし、運行会社にも迷惑になります。今度、見直しと改善をよろしくお願いします。 

→スクールバスの乗車に関しては、早急に指導をいたしました。また、スクールバスの運転手の

方にも、スクールバスの車内で危険な行為をしている子供がいた時には、学校にすぐに連絡を

してもらうようにお願いしました。 

 

〇かがやきノートの活用方法が学年によってばらつきがあると思います。 

→貴重なご意見ありがとうございます。家庭学習ノート（かがやきノート）は 2 学期以降も活用

していきます。ノートの使い方を再度確認し、家庭学習が充実するようにしていきます。 

 



〇クラスで男女問わず嫌な事を言われたり、されたりしているのが気になります。一時的かと思

ったのですが続いていて、話してくれる時もあれば、「何でもない忘れた」と言ったりしま

す。前の学年の時と比べれば、みんながとても落ち着いたようで安心しています。他人のこと

を思いやれるクラスに期待しています。 

→安心で安全な学校（学級）づくりは、本校でも大切にしているところです。子供たちの言動に

アンテナを高くし、些細な事でも見逃さないようにしていきます。 

 

〇いつもお世話になっています。おかげさまで毎日楽しく学校に通えています。ただ、お友達の

中には困り感を抱えている子がいるようでどう接したらいいかわからない場面があるようで

す。個性を大事にしながらルールは守れるように、相手の気持ちになって声掛けできたらいい

ねと話しています。最近ようやく本に目覚めました。短くて読みやすいシリーズをたくさん図

書室に揃えてくださり、感謝しています。 

→ご家庭でのお子様への声掛けありがとうございます。人権教育の視点を大切にした取組を通し

て、仲間づくりを行っていきます。 

 

〇長時間に及ぶゲームや動画視聴のデメリットが毎日のように報道されています。学校でも指導

されているとは思うのですが、効果が長続きしないきらいがあるようです。重ねて指導をお願

いします。 

→ＳＮＳの使用に関しては、学校での繰り返しの指導は行っていきます。併せて、ぜひご家庭で

もお子様と一緒に「ルール」を決めていただければ大変ありがたく思います。 

 

〇宿題の内容確認を親ができなくなってきました。本人が理解できているかの確認等・・ 学校

でお願いします。 

→学力向上は本校の課題でもあります。授業や家庭学習、個に応じた指導等あらゆる場面で学力

充実に取り組んでいます。今後も一人一人の学習習慣、学習内容の定着確認の取組を充実させ

ていきます。 


